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研究成果の概要（和文）： 「威信言語」と「共通言語」の概念にもとづき、地域の文化的

アイデンティティーを有した多文化共同体としての 16～19 世紀アジア史を再構成した。

漢語・アラビア語などの威信言語が共通言語へと内部再編された文化圏と、マレー語・ペ

ルシャ語などの威信言語が植民地化の危機の中で消滅し、インドネシア語、インド土着言

語、英語などの新たな共通言語が誕生した文化圏の 2 つについての初歩的な考察を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：On the basis of the concept of "prestige language" and "common 

language", we attempt to reconstruct the interpretation of the 16~19th century Asian 

history from an angle of multi-cultural communities which represented the cultural 

identities of these areas. And in this study, we demonstrated two cultural areas. One is the 

“prestige language” such as Chinese and Arabic language areas which had been 

reconstructed to “common language”, and the other, such as Malay and Persian language 

areas―the conventional “prestige language” which were in crisis of colonization, had been 

replaced by the new common languages―Indonesian, Indian indigenous languages, and 

English. 
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１． 研究開始当初の背景 

(1)本研究の学術背景は 2 つある。1 つは、漢
語を多言語接触の観点から動態的に捉え、近

代中国の地域アイデンティティーの再編を



考察する研究である。それは、牧野巽の地域

方言研究に始まり、高田時雄の敦煌文書研究、

湯開建・張国剛による 16～17 世紀宣教師の

漢語認識の研究を経て、葉文心や Lydia Liu

の、構造主義的言語分析に基づく中国社会史

研究、関西大学アジア文化交流研究センタ

ー・グループによる欧米・中国・琉球・朝鮮

間の言語接触研究へと発展している。Lydia 

Liu や内田慶市は、馬建忠『馬氏文通』や厳

復『英文漢詁』を素材に、19 世紀を通じて、

漢語を世界的な「威信言語」（普遍言語）と

して保持しようという文化的野心にもかか

わらず、国民国家の共通言語へと次第に転じ

てゆく過程に注目した。 

 

(2)2 つは、16～18 世紀の南アジアにおいて、

当該地域の土着言語ではないペルシア語が

広く流通した史実に注目した近藤信彰によ

る「ペルシア語文化圏」研究（2000 年）で

ある。これを受け、近代以前のイスラーム世

界各地域におけるペルシア語文化の展開に

関する研究会の論文集が、2009 年に森本一

夫によって編まれた。注目すべきなのは、こ

の「威信言語」が 19 世紀前半にイギリスの

インド植民地経営の中で漸次消滅すること

である。 

 
 
２． 研究の目的 

(1)威信言語・共通言語のテキストにつき、

そのおよその変容過程や地域的差異を明ら

かにすることを研究の目的とする。世界の文

書館に散在したそれらテキストを収集・分類

することに力点が置かれる。さらに、こうし

て収集・分類したテキストから得られた初歩

的知見につき、世界のアジア史の研究者と共

に討議を行う。その過程で、この問題に関す

る学術ネットワークを形成し、本研究の更な

る展開の礎とする。 

 

(2)アジアの多様な言語テキストについて、

言語学史・文法学・修辞学・文学論等、歴史

学とは異なる領域の成果を参照するという

学際性が本研究の特色である。その結果、ア

ジア史の中に、国家や民族ではなく地域の文

化アイデンティティーに基づく多様性を見

出すことができよう。それは、言語接触を手

掛かりに、現代の多文化共生社会の在り方に

一石を投ずるという意義を有する。 
 
 
３． 研究の方法 

(1)テキスト情報を整理したアーカイヴ資料

の作成。作成に当っては、手写本・刊本・異

同本・翻訳書といったテキストの流布・変遷

過程の解明に重点を置く。 

 

(2)欧米植民者の出先研究機関、及び現地知

識人・文学者・言語学者の研究機関（アカデ

ミア・学校・文書館）に注目し、その研究成

果の収集に努める。 

 

(3)以上の 2 つの論点をテーマに、課題とな

る問題群を整理し、国際ワークショップの開

催準備を進める。 
 
 
４． 研究成果 

(1)研究初年度である 2011 年度は、アジア史

の威信言語が学術的記述や政策的操作の対

象になり、かつ当該時代の地域文化アイデン

ティティーの形成と深く関わっているとの

見通しに基づいて、欧米諸国の出先研究機関、

教育機関、キリスト教ミッション団体など、

および現地知識人・文学者・言語学者の研究

機関や言語協会（アカデミア）、教育機関、

文書館などの実態の解明に資する基礎資料

の収集に努めた。その成果として、『アジア

威信言語関係研究文献目録（初稿）』（2012



年）を公刊した。 

 

(2)研究最後の 2012 年度は、16～19 世紀の

アジア史における地域アイデンティティー

は、漢語・アラビア語が威信言語の性格を温

存したまま、書記体系を離れた記号学的な共

通言語へと内部再編された文化圏と、マレー

語・ペルシア語などの威信言語が植民地化の

危機の中で消滅し、インドネシア語、インド

土着言語、英語等の新たな共通言語が誕生し

た文化圏の 2つに類型化されるという理論仮

説を基に、その検証作業を進めた。 

 

(3)その作業の成果として、17 世紀以来の漢

語・マンジュ語に関する研究論文を発表する

と共に、16 世紀のムガール帝国におけるペル

シア語文献に関する注釈の刊行を始めた。ま

た、本研究のメンバー4 名によるマレー語研

究に着手した。 

 

(4)さらに、チベット語など同時期の他の言

語に関する研究者との意見交換を通じて、当

該研究の理論仮説を相対化する努力を行う

など、研究期間内において、16～19 世紀の

威信言語と共通言語に関する実証研究の端

緒を築くことができた。 
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